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に DLL (Dynamic Link Library)が同梱されており、本
環境では使用可能な設定になっている。 





















l attendance.db3 (SQLite3データベース) 
l schedule.php (日程登録用) 
l meibo.php (受講者名簿および出席データ管理) 
l index.php (出席登録用) 
l .htaccess×2 (Shibboleth 認証用) 






   └─・システム格納用ディレクトリ 
     ├─・.htaccess 
     ├─・index.php 
└─・管理ページ用ディレクトリ 
         ├─・.htaccess 
          ├─・meibo.php 
└─・schedule.php 
図 1. ディレクトリ構造 
2 https://www.sqlite.org/index.html 
4.1  データベース(attendance.db3) 
出席登録用データベースは、schedule テーブルと






フリーウェアの DB Browser for SQLite3を使用し
た。 
4.1.1  scheduleテーブル(日程の登録) 
schedule テーブルは、実験の日程を登録するテー
ブルである。その構造は、hizuke (日付)、hajime (登

















































図 3. CSV ファイルの記述例 
 
各行の、後ろにある 2 つのカンマは、2 つの未使
用のフィールドを示すものなので、現状では必ず付
加する必要がある。(将来的には、見直す予定) 
図 4 に出席管理用ページを示す。 
 
 








は、UTF-8 である。これを、Microsoft Excel で編集
(Windows 上)できるようにするため、読み込み時に
は Shift_JIS を UTF-8 に、書き出し時には UTF-8 を
Shift_JIS に変換している。 









図 5. 出席登録用ページ (1) 
 



















が、Windows 環境は IPV4 で、mac と Ubuntu の環境
は IPV6 であったため、両方の形式に対応させる必
要があった。  

















AuthName "Coins Login with University of Tsukuba Shibboleth" 
ShibRequireSession On 
ShibUseHeaders On 
require shib-attr uid xxxxx xxxx xxxxxxx 
 
図 8. Shibboleth 認証 (2) 
 
５．出席登録システムの運用手順 









11 時 25 分を登録することにした。終了フィールド




5.2  meiboテーブルの作成 
次に行う作業は、受講生の名簿を作成することで
ある。これは、Microsoft Excel で作成し、カンマ区切

















図 9. 新規作成された出席管理用ページ 
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